
1.

2.

(1) 目的

(2) 具体的な内容

3.

4.                9,905千円（Ａ）

5.

(1)                6,052千円

(2)                1,125千円

(3)

金額

                    0千円

               7,177千円

6.

(1)

支出先 金額

株式会社アークウェブ                1,757千円

               1,757千円（Ｂ）

(2)

支出先 金額

                  240千円

株式会社ポンプワークショップ                   145千円

音羽印刷株式会社                   114千円

                  499千円

7.

金額

                  472千円

                  472千円

8. 　　　　　   　18％（Ｂ/Ａ）

合計

その他

内容

消費税

合計

再補助・再委託等の割合

(１)以外の支出

支出内容

賃金（調査補助）

リーフレットデザイン

リーフレット印刷

合計

外部への支出

外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出内容

ウェブサイトのデザイン・更新等

合計

人件費

一般管理費

その他の管理費

内容

内容

企業の環境に関する取組は、ＣＳＲ（企業の社会的責任）意識の高まりもあり、近年ますます活発となってきている。こ
の一環として、減少・劣化を続ける世界の森林を保全するため、植林や森林整備を含む森林保全活動に対する企業の
参画意欲が高揚してきている。しかし、事業の実施に当たっては、技術的な知見、現地の社会状況を踏まえた活動場
所における地元コミュニティ等との調整、成林までの育林に関する中長期的な計画の策定など、事業の効果を確保す
るための課題がある。
一方で、日本の環境ＮＧＯ／ＮＰＯの活動分野では森林保全が多く、海外での森林保全活動に携わる団体も少なくな
い。なかには、森林破壊や砂漠化の進むアジア・アフリカの途上国において地道な活動を続け、地元コミュニティや自
治体とネットワークを築き、成果を上げてきた環境ＮＧＯ／ＮＰＯも多い。しかし、これらの団体がほぼ一貫して課題とす
るのは資金不足であり、このことにより不安定な活動を余儀なくされている。
このため、資金力を有する企業等と技術・知見を有するＮＧＯ／ＮＰＯとが連携した共同事業の実施を促すことが、森林
保全活動の効用を極大化させるためには極めて重要である。また、世界的な森林保全活動において、ＯＤＡ等国費の
みではなく民間からの資金の導入を促進することは、国連森林フォーラム（ＵＮＦＦ）や国際熱帯木材機関（ＩＴＴＯ）にお
いても求められている世界的な課題となっている。
平成20年度に実施した森林保全活動に対する民間資金の導入方策検討調査業務（以下、「平成20年度調査））におい
ては、企業およびＮＧＯ／ＮＰＯが連携して海外で森林保全活動を実施するためには、森林保全活動に関する優良事
例・留意点をまとめた事例集の作成、ＮＧＯの情報の一元化、途上国における森林保全の必要性に関する情報発信、
森林保全に取り組む企業及びＮＧＯ／ＮＰＯの情報プラットフォームの構築等が挙げられた。
以上を踏まえ、平成23年度においては、企業とＮＧＯ／ＮＰＯの連携を促進していくことを目的として、業務を実施した。

（１）企業とＮＧＯ／ＮＰＯ等との連携による世界の森林保全活動に関する普及・啓発
　　（ア）フォレストパートナーシップ・プラットフォームの宣伝　（イ）リーフレットの作成
（２）企業及びＮＧＯ／ＮＰＯ等の森林保全活動事例等の情報収集
企業、NGO/NPO,ITTO（国際熱帯木材機関）にそれぞれヒアリングを行い、5事例ずつの情報をまとめる。
（３）森林保全活動を行っている企業とＮＧＯ／ＮＰＯのデータベースの構築
企業（30社程度）、NGO/NPO（10団体程度）からアンケートを回収し、情報を収集し、データベースへ追加。
（４）企業とＮＧＯ／ＮＰＯ等の連携による森林保全活動事例の収集
企業とNGO/NPOが連携して森林保全活動を行っている事例を収集するため、6件にヒアリングを行い、内容をまとめ
る。
（５）企業及びＮＧＯ／ＮＰＯ等の連携に関する情報収集
森林保全活動以外で、企業とNGO/NPOが連携している事例を収集するため、6件にヒアリングを行い、内容をまとめ
る。
（６）ＮＧＯ／ＮＰＯの能力形成に関する情報収集
能力形成に関する情報収集をヒアリングを実施し、行う。
（７）民間企業の参画促進に関する情報収集
森林保全活動に参画するインセンティブとなるような制度について、情報を収集し、取りまとめる。
（８）各国における森林の現況等に関する情報収集
東南アジアを中心とした７か国の森林の概要等について、情報を収集し、取りまとめる。
（９）情報プラットフォームの更新
（１）～（８）の調査結果について、既存のフォレスト・パートナーシッププラットフォームに情報を追加。さらにそれに伴う
レイアウト・デザイン変更を実施。また改訂マニュアルも作成。

交付先の公益法人の名称 財団法人　地球・人間環境フォーラム

交付実績額

補助金等における管理費

（様式２）

補助金等支出明細書

補助金等の名称 平成23年度森林保全分野のパートナーシップ構築のあり方調査委託業務

事業の目的及び内容


